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いしかわエコハウスいしかわエコハウス省エネ・創エネ技術
を

体験できる

　最新の住宅省エネ技術と、伝統的な暮らしの知恵を取り入れた「いしかわエコハウス」
は、「自然エネルギーを利用し、石川で快適に暮らす家」をコンセプトとしています。
　高気密・高断熱の建物、屋根置き型太陽光パネルや太陽熱温水器、ヒートポンプ式
床暖房などの最新省エネ技術だけでなく、伝統的な暮らしの知恵も、省エネと快適性の
向上につながっています。

　深い庇は、強い日差しや風雪を遮り、外壁に張られた木製板（ルーバー）は、
直射日光による外壁の温度上昇を防ぎます。ガラス屋根の縁側は可動式の布製
庇（オーニング）で、冬は陽だまりに、夏は日陰になる快適な空間を作り出します。
窓の外にグリーンカーテンを植栽し、夏の日光が入るのを防ぎます。室内では、
障子部分が開閉可能な可動式間仕切りで室内通風をコントロールできます。

ZEH化
リニューアル！

世界一の大きさの「ひゃくまんさん」は、エコハ
ウスの太陽光発電量を表示しています。また、
館内では、エアコン、冷蔵庫、照明、テレビの
消費電力や、太陽光発電の発電量などをモニ
ターで表示しています。

1.  省エネ・創エネ量を可視化
住宅への後付けを想定した屋根置き型
の太陽光パネルは、工期が短く初期費
用を抑えられます。また、カーポート
の屋根には反射光でも発電可能な両面
発電太陽光パネルを設置しています。

2.  後付けを想定した太陽光パネル

窓はトリプルガラスやアルゴンガス入
りの高断熱ガラスで、断熱性能を向
上させています。また、カットモデ
ルや体験展示で断熱ガラスの構造と
効果の差を比較できます。

3.  高気密・高断熱性能の向上
燃料電池自動車（FCV）やエネファーム
（家庭用燃料電池）などに欠かせない次
世代エネルギーの水素について、活用
の仕組みを展示しています。子どもか
ら大人まで、楽しく学習できます。

4.  未来のクリーンエネルギー・水素を楽しく学ぶ

※ZEH…省エネと創エネにより年間エネルギー消費量の収支を実質ゼロ以下にする住宅。

　2024年4月に、ZEH（※）など最新の省エネ・創エネ技術を体験できるモデル
ハウスとして機能を強化しました。大型映像でカーボンニュートラルの必要性
や家づくりでの省エネ・創エネのメリットをわかりやすく解説しています。

ゼッチ

電話：076-266-0881（いしかわ環境パートナーシップ県民会議）
住所：金沢市鞍月2-1　　見学時間：9時～17時　休館日　月曜、祝日、年末年始

2………いしかわ生きもの図鑑㉔ 九十九湾で見られるアメフラシ類
のと海洋ふれあいセンター 中出 悠介

4………特集 能登の復興に向けて
◆石川県創造的復興プランの概要

石川県能登半島地震復旧・復興推進部創造的復興推進課

◆能登半島地震が変えた能登の海と川の自然
のと海洋ふれあいセンター 東出 幸真・荒川 裕亮

◆2050年カーボンニュートラルに向けた世界と日本の最新動向
環境カウンセラー 中里 茂

◆住宅再建に向けた省エネ・創エネ住宅の実現
いしかわ環境パートナーシップ県民会議 蔵本 和夫

◆あわじ環境未来島構想 ～阪神・淡路大震災からの創造的復興～
金沢星稜大学 新 広昭

16………広げよう！ エコ活動の環‼
Onsen＆Garden七菜 自社のエコ活動の取り組み

18………クローズアップいしかわ自然学校
里山のフィールドを生かした体験学習プログラム

内藤 善太・野口 咲子（岸グリーンサービス）

20………いしかわエコデザイン賞2024
石川県生活環境部 カーボンニュートラル推進課

22………地域資源の特色を生かした元気な里山里海づくり ～好事例の紹介～
石川県農林水産部 里山振興室

えこナビVol.24 表紙解説

今回の表紙は、特集でもある「能登の復興」をテーマとして、
元気になる能登を描きました。特集内でも紹介しているよう
に、能登の復興に向けて、さまざまな取り組みが推し進めら
れています。それら特集で登場したモチーフをちりばめなが
ら、能登に笑顔があふれる日が来ることを信じて、今回の表
紙にあしらいました。
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いしかわ生きもの図鑑●２４ 九十九湾で見られるアメフラシ類

ア
メ
フ
ラ
シ
は
貝
の
な
か
ま

こ
う
さ
い
る
い

ア
メ
フ
ラ
シ
類
と
は
、
後
鰓
類
と
呼
ば

れ
る
浅
い
海
に
す
む
軟
体
動
物
で
す
。
体

の
外
側
に
貝
殻
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
タ
コ

や
イ
カ
、
陸
上
に
住
む
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ナ

メ
ク
ジ
な
ど
の
仲
間
で
す
。
頭
に
は
角
の

よ
う
な
触
覚
が
あ
り
、
背
中
に
側
足
と
い

う
2
枚
の
ひ
だ
が
あ
り
ま
す
。
体
の
中
に

は
退
化
し
て
小
さ
く
な
っ
た
殻
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
貝
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

普
段
は
浅
瀬
の
岩
場
な
ど
を
這
い
な
が

ら
海
藻
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
外
敵
に
襲

わ
れ
る
な
ど
の
刺
激
を
受
け
る
と
身
を
守

る
た
め
に
紫
色
や
白
色
の
汁
を
出
す
種
類

も
い
ま
す
。
こ
れ
が
雨
雲
の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
「
ア
メ
フ
ラ
シ
」
と
い
う
名

前
が
付
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

産
卵
に
つ
い
て

ア
メ
フ
ラ
シ
類
は
、
雌
雄
両
方
の
特
徴

を
持
つ
雌
雄
同
体
で
、
変
わ
っ
た
交
尾
を

し
ま
す
。「
連
鎖
交
尾
」
と
呼
ば
れ
、
複

数
の
個
体
が
連
な
っ
て
交
尾
を
行
い
ま
す
。

集
団
で
交
接
・
産
卵
す
る
こ
と
か
ら
、
卵

塊
は
か
な
り
大
き
く
な
り
、
途
中
で
色
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卵
は
黄
色
や

オ
レ
ン
ジ
色
の
、
絡
ま
っ
た
紐
の
よ
う
な

卵
塊
と
な
り
、
こ
れ
が
麺
の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
「
海
素
麺
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
卵
は
2
週
間
ほ
ど
で
孵
化
し
ま

す
が
、
最
初
は
成
体
の
ア
メ
フ
ラ
シ
と
違

う
姿
を
し
て
い
ま
す
。
ベ
リ
ジ
ャ
ー
幼
生

と
呼
ば
れ
る
、
薄
い
貝
殻
を
も
っ
た
巻
貝

の
よ
う
な
姿
で
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
幼
生

は
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
海
中
を
漂

い
生
活
し
、
成
長
に
伴
っ
て
貝
殻
が
退
化

し
、
成
体
と
同
じ
姿
に
な
り
ま
す
。

アメフラシの交尾と卵塊
クロヘリアメフラシ
のベリジャー幼生

観
察
に
適
し
た
季
節

石
川
県
で
よ
く
見
ら
れ
る
ア
メ
フ
ラ
シ

の
仲
間
は
、
大
ま
か
に
は
左
の
表
の
よ
う

に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
見
ら
れ
る
も
の
と
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
見
ら
れ
る
も
の
が
い

ま
す
。

冬

×

×

×

△

△

△
◎：よく見られる ◯：見られる
△：たまに見られる ×：ほぼ見られない

秋

△

△

△

◎

◎

△

夏

◯

◯

◯

◎

◎

×

春

◎

◎

◎

×

×

×

種類／季節

アメフラシ

クロヘリ

アマクサ

ジャノメ

ミドリ

タツナミガイ

特
に
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、
摂
餌

や
産
卵
の
た
め
に
浅
瀬
の
岩
場
を
這
っ
て

い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
数
匹
が
連

な
っ
て
産
卵
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
九
十
九
湾
で
よ
く

見
ら
れ
る
ア
メ
フ
ラ
シ
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

九
十
九
湾
で
見
ら
れ
る

ア
メ
フ
ラ
シ
類

ア
メ
フ
ラ
シ

黒
色
の
体
に
白
色
の
ま
だ
ら
模
様
が
あ

り
、
大
き
い
も
の
は
40
㎝
程
度
に
な
り
ま

す
。
能
登
町

の
九
十
九
湾

で
は
5
月
下

旬
ご
ろ
に
な

る
と
、
20
㎝

程
度
の
大
き

な
個
体
が
増

え
て
き
ま
す
。

ク
ロ
ヘ
リ
ア
メ
フ
ラ
シ

ア
メ
フ
ラ

シ
よ
り
小
さ

く
、
大
き
い

も
の
で
6
㎝

前
後
で
す
。

茶
色
の
体
に

白
い
斑
点
が

あ
り
ま
す
。

模
様
の
個
体

差
が
多
い
種
類
で
す
が
、
名
前
の
と
お
り

側
足
の
縁
や
触
覚
の
先
が
黒
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ア
マ
ク
サ
ア
メ
フ
ラ
シ

20
㎝
程
度
に
な
る
ア
メ
フ
ラ
シ
の
仲
間

で
す
。
体
色
は
黒
や
茶
色
の
も
の
、
白
色

の
斑
紋
が
あ
る
も
の
、
斑
紋
が
多
く
全
身

が
白
っ
ぽ
い
も
の
な
ど
、
個
体
に
よ
り

様
々
で
す
。
ア
メ
フ
ラ
シ
と
よ
く
似
て
い

ま
す
が
、
側
足
と
い
う
背
中
の
ひ
だ
の
後

ろ
側
が
つ
な
が
っ
て
い
る
点
が
ア
マ
ク
サ

ア
メ
フ
ラ
シ
の
特
徴
で
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
の
ア
メ
フ

ラ
シ
類
が
刺
激
を
受
け
る
と
紫
色
の
汁
を

出
す
の
に
対
し
、
ア
マ
ク
サ
ア
メ
フ
ラ
シ

は
白
色
の
汁
を
出
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
捕

ま
え
た
個
体

を
触
っ
て
み

て
も
、
な
か

な
か
汁
を
出

す
様
子
を
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ノ
メ
ア
メ
フ
ラ
シ

世
界
の
温
か
い
海
に
生
息
す
る
種
類
で

緑
色
の
体
に「
ジ
ャ
ノ
メ
」の
由
来
と
な
っ

た
蛇
の
目
の
よ
う
な
斑
点
模
様
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
九
十
九
湾
の

磯
を
歩
く
と
、
そ
こ
そ
こ
の
個
体
数
が
見

ら
れ
る
の
で
、
周
辺
で
繁
殖
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
繁
殖
の
様
子
や
卵
塊

を
見
る
こ
と

が
な
い
こ
と

か
ら
、
他
の

ア
メ
フ
ラ
シ

よ
り
水
深
の

深
い
と
こ
ろ

で
繁
殖
し
て

い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ミ
ド
リ
ア
メ
フ
ラ
シ

10
㎝
前
後
の
小
型
の
ア
メ
フ
ラ
シ
で
、

イ
ン
ド
洋
か
ら
西
太
平
洋
の
広
い
範
囲
に

分
布
し
て
い
ま
す
。
体
表
に
は
黒
褐
色
の

縁
取
り
の
白
点
が
あ
り
ま
す
。
名
前
に
ミ

ド
リ
と
あ
り

ま
す
が
、
個

体
に
よ
っ
て

色
の
変
化
が

大
き
く
、
緑

色
か
ら
茶

色
っ
ぽ
い
も

の
ま
で
様
々

で
す
。
九
十

九
湾
で
は
緑
褐
色
の
個
体
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
産
卵
は
他
の
ア
メ
フ
ラ
シ
と
同
じ

春
頃
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
2
0
2
5
年
は

2
月
に
産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ツ
ナ
ミ
ガ
イ

今
回
紹
介
す
る
中
で
唯
一
、
の
と
海
洋

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
展
示
さ
れ
て

い
る
ア
メ
フ
ラ
シ
の
仲
間
で
す
。
体
表
に

は
小
さ
な
突
起
が
多
数
あ
り
、
他
の
種
類

と
比
較
す
る
と
、
体
が
硬
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
他
の
ア
メ
フ
ラ
シ
類
が
海

藻
や
岩
壁
に
張
り
つ
い
て
積
極
的
に
動
い

て
い
る
の
に
対
し
、
タ
ツ
ナ
ミ
ガ
イ
は
砂

底
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
九
十
九
湾
で
も
個
体
が
増
え
て

き
た
よ
う
で
す
が
、
本
来
の
分
布
域
は
熱

帯
で
す
。
他
の
ア
メ
フ
ラ
シ
類
に
比
べ
て

個
体
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
か
ら

繁
殖
し
て
お

ら
ず
、
幼
生

の
時
に
南
方

か
ら
の
海
流

に
よ
っ
て
運

ば
れ
て
く
る

の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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九
十
九
湾
で
見
ら
れ
る
ア
メ
フ
ラ
シ
類

文
・
写
真
◎
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

中
出
悠
介

紫汁を出すミドリアメフラシ



能
登
の
復
興
に
向
け
て

能
登
の
復
興
に
向
け
て

能
登
の
復
興
に
向
け
て

特 集石
川
県
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
の
概
要

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復
興
推
進
部 

創
造
的
復
興
推
進
課

週末は地方部でゆっくり過ごす
定期的に能登復興の活動を行う

平日は都市部で仕事をする

石
川
県
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン

と
は

〈
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
〉

「
創
造
的
復
興
の
実
現
に
向
け
た
羅
針

盤
」
と
し
て
、
県
成
長
戦
略
に
基
づ
く
施

策
の
推
進
を
県
政
運
営
の
基
本
と
し
つ
つ
、

地
震
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
事
項
は
、
本

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
計
画
期
間
〉

県
成
長
戦
略
の
目
標
年
次
で
あ
る
2
0

3
2（
令
和
14
）年
度
末
ま
で
の
9
年
間
を

「
短
期
」（
2
年
後
の
2
0
2
5
年
度
末
）

「
中
期
」（
5
年
後
の
2
0
2
8
年
度
末
）

「
長
期
」（
9
年
後
の
2
0
3
2
年
度
末
）

に
分
け
て
、
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
創
造
的
復
興
に
向
け
て
〉

・「
地
域
が
考
え
る
地
域
の
未
来
を
尊
重

す
る
」

・「
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
連
携
し
て
復
興
に

取
り
組
む
」

・「
若
者
や
現
役
世
代
の
声
を
十
分
に
反

映
す
る
」

な
ど
12
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
、
創
造
的

復
興
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は

じ
め
と
す
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
創
造

的
復
興
を
成
し
遂
げ
ま
す
。

創
造
的
復
興
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

能
登
が
示
す
、
ふ
る
さ
と
の
未
来

N
oto,the

future
ofcountry

能
登
は
、
人
々
に
と
っ
て
の
特
別
な
地

で
す
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
も
の
と

思
っ
て
き
た
能
登
の
美
し
い
自
然
、
そ
し

て
歴
史
が
培
っ
た
文
化
は
、
世
界
に
も
誇

れ
る
未
来
に
継
承
す
べ
き
唯
一
無
二
の
財

産
で
す
。
ま
た
能
登
は
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
る
日
本
に
と
っ
て
の
様
々
な
課
題
の

先
進
地
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
能
登
に
、
年
の
始
ま
る
そ
の
日

に
発
生
し
た
大
震
災
。
こ
の
痛
み
と
悲
し

み
を
乗
り
越
え
、
こ
れ
を
未
来
へ
と
続
く

新
た
な
始
ま
り
と
し
た
い
。
能
登
が
創
造

的
復
興
を
成
し
遂
げ
、
自
然
と
文
化
が
真

に
共
生
す
る
持
続
的
な
地
域
の
姿
を
示
す

こ
と
は
、
大
切
な
能
登
を
未
来
に
紡
ぐ
だ

け
で
な
く
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
中
の
あ

ら
ゆ
る
ふ
る
さ
と
の
希
望
の
光
と
な
り
ま
す
。

能
登
が
持
つ
自
然
や
文
化
の
普
遍
的
な

価
値
に
新
た
な
価
値
を
融
合
し
、
全
国
そ

し
て
世
界
か
ら
再
び
注
目
を
集
め
、
理
想

と
さ
れ
る
能
登
の
未
来
を
創
り
上
げ
る
こ

と
を
目
指
す
、
と
い
う
決
意
を
表
し
て
い

ま
す
。

施
策
の
4
つ
の
柱

1

教
訓
を
踏
ま
え
た

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

2

能
登
の
特
色
あ
る

生
業
（
な
り
わ
い
）
の
再
建

3

暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

4

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
・
地
域
づ
く
り

こ
の
う
ち
、
創
造
的
復
興
の
象
徴
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
創
造
的
復
興
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位
置
づ
け
、
復

興
の
成
功
事
例
と
し
て
創
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

創
造
的
復
興
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

取組1

復
興
プ
ロ
セ
ス
を
活
か
し
た

関
係
人
口
の
拡
大

今
回
の
震
災
に
よ
り
人
口
減
少
の
さ
ら

な
る
加
速
が
懸
念
さ
れ
る
能
登
に
お
い
て
、

震
災
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
地
域
の
活
力

を
維
持
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、
関
係
人

口
の
拡
大
に
向
け
て
必
要
な
施
策
を
検
討

し
ま
す
。

○
能
登
地
域
の
特
性
に
対
応
し
た

「
二
地
域
居
住
モ
デ
ル
」
の
検
討

○
官
民
連
携
の

「
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

○
能
登
農
林
水
産
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施

○
能
登
へ
の
移
動
時
間
の
短
縮

な
ど

取組2

能
登
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の
推
進

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
今
後
、
能
登
が

防
災
や
復
興
な
ど
の
教
育
・
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

取組3

能
登
に
誇
り
と
愛
着
が

持
て
る
よ
う
な「
学
び
」の
場
づ
く
り

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
た
創
造
的
復
興
教
育
や
、
I
C
T
の
活

用
、能
登
地
域
の
各
高
校
の
連
携
・
交
流
な

ど
に
よ
る
質
の
高
い
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
能
登
の
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
参
加
で
き
、
能
登
に
住
む
若

い
世
代
が
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持
ち
喜

び
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
健
や
か
な
子
育

て
や
学
び
を
享
受
で
き
る
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

高校生の地域留学推進のための高校魅力化支
援事業（内閣府） ※写真提供：能登高校

取組4

新
た
な
視
点
に
立
っ
た

イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化

今
回
の
地
震
で
は
、
道
路
、
電
気
、
上

下
水
道
、
通
信
な
ど
が
壊
滅
的
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
壊
れ
た
イ
ン
フ
ラ

の
原
形
復
旧
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

強
く
し
な
や
か
で
使
い
や
す
く
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
で
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
イ
ン

フ
ラ
の
実
現
を
目
指
し
、
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

堂ケ崎（珠洲市）

※写真提供：石川県観光連盟

二地域居住のイメージ
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取組5

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
な
ど
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

「
線
で
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
」
に
加
え
、

自
立
・
分
散
型
の
「
点
で
ま
か
な
う
イ
ン

フ
ラ
」
も
選
択
肢
の
一
つ
と
す
る
な
ど
、

能
登
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

○
自
立
分
散
型
の
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
集
落
の
整
備

○
住
宅
等
に
お
け
る

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進

（
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
等
の
普
及
）

○
環
境
負
荷
の
小
さ
い
電
気
自
動
車
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

な
ど

集落単位
での自立

人

自然

生活用水
燃料

文化

再生可能
エネルギー

デジタル技術
（衛星通信等）

学校
（避難所）

農業・林業・
漁業

コミュニティ

オフグリッド集落のイメージ

取組6

の
と
里
山
空
港
の
拠
点
機
能
の
強
化

奥
能
登
の
中
央
部
に
位
置
し
、
能
登
の

各
地
域
と
も
つ
な
が
る
交
通
の
要
衝
で
あ

る
の
と
里
山
空
港
を
、
人
・
物
・
資
金
が

行
き
交
う
様
々
な
社
会
機
能
の
中
核
と
な

る
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を

図
り
ま
す
。

のと里山空港上空からの眺望

取組7

利
用
者
目
線
に
立
っ
た

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

地
域
住
民
の
生
活
の
足
と
し
て
、
さ
ら

に
能
登
の
交
通
結
節
点
で
あ
る
の
と
里
山

空
港
・
の
と
鉄
道
か
ら
の
二
次
交
通
と
し

て
も
重
要
な
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
市
町
や
交
通
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
汲
み

取
り
な
が
ら
、
将
来
の
能
登
の
姿
を
見
据

え
た
、
地
域
公
共
交
通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン

（
再
構
築
）
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

小松市で運行されている自動運転バス
※写真提供：小松市

取組8

奥
能
登
版
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構
築

今
回
の
震
災
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が

物
資
の
支
援
や
被
災
者
・
避
難
所
等
の
状

況
把
握
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
国
や
市
町
と
も
連

携
し
、
平
時
か
ら
災
害
時
ま
で
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
で
、
状
況
に
関
わ
ら
ず
活
用
が
可

能
な
「
奥
能
登
版
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

取組9

能
登
の
「
祭
り
」
の
再
興

能
登
の
各
地
域
に
存
在
す
る
数
多
く
の

祭
り
は
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、
能

登
の
絆
を
つ
な
ぐ
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
祭
り
を
絶
や
す
こ

と
な
く
未
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
、

震
災
を
乗
り
越
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
建
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

あばれ祭り（能登町） ※写真提供：石川県観光連盟

取組10

震
災
遺
構
の
地
域
資
源
化
に

向
け
た
取
り
組
み

地
震
に
よ
る
被
害
や
教
訓
な
ど
後
世
に

伝
え
る
べ
き
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
持

つ
遺
構
に
つ
い
て
、
国
等
に
よ
る
学
術
的

な
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
の
意

向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
震
災
遺
構
の
地
域

資
源
化
に
向
け
て
保
護
・
活
用
方
策
を
検

討
し
ま
す
。

○
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
震
災
遺
構
の

地
域
資
源
化
に
向
け
た
調
査
・
検
討

な
ど

海底が隆起した黒島漁港（輪島市）

取組11

能
登
半
島
国
定
公
園
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン

能
登
の
最
大
の
魅
力
と
も
い
え
る
壮
大

な
自
然
環
境
や
農
山
漁
村
の
原
風
景
は
、

未
来
へ
と
継
承
す
べ
き
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
す
。
里
山
里
海
に
育
ま
れ
た
多
様

な
生
物
資
源
の
適
切
な
保
全
を
図
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
地
域
資
源
と
し
て
そ
の
利

活
用
を
促
進
し
ま
す
。

○
能
登
半
島
国
定
公
園
の
拡
張
を
通
じ
た

「
30
b
y
30
」
の
実
現

○「
の
と
S
D
G
s
ト
レ
イ
ル
（
仮
称
）」
の

創
設

な
ど

禄剛崎（珠洲市） ※写真提供：石川県観光連盟

取組12
「
ト
キ
が
舞
う
能
登
」
の
実
現

能
登
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ト
キ

が
半
世
紀
ぶ
り
に
石
川
・
能
登
の
大
空
を

舞
う
と
い
う
夢
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
、
ト
キ
と
人
が
共
生
す
る
豊
か

な
里
山
里
海
を
未
来
の
世
代
へ
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

○
ト
キ
の
放
鳥
・
定
着
に
向
け
た

餌
場
等
の
確
保
・
整
備

○
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
地
域
活
性
化

な
ど

取組13

産
学
官
が
連
携
し
た

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

能
登
を
は
じ
め
石
川
全
体
の
活
力
の
創

出
を
図
り
、
石
川
の
成
長
に
繋
げ
る
た
め
、

産
学
官
が
連
携
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
、

復
興
に
向
け
た
象
徴
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
支
援
・
実
施
に
向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

HP https : //www.pref.ishikawa.lg.jp/fukkyuufukkou/souzoutekifukkousuishin/fukkouplan.html

二次元コード

石川県創造的復興プランの詳細は以下をご覧ください

お問い合わせ

石川県能登半島地震復旧・復興推進部 創造的復興推進課
電話：076‐225‐1981

ドローンによる支援物資輸送
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能
登
半
島
地
震
が
変
え
た

能
登
の
海
と
川
の
自
然

文
・
写
真 

◎ 

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

東
出　

幸
真
・
荒
川　

裕
亮

は
じ
め
に

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

震
災
前
か
ら
能
登
半
島
の
海
や
川
で
生
物

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
が
面
す

る
能
登
町
の
九
十
九
湾
で
は
自
然
体
験
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4

（
令
和
6
）
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
は
、
能
登
の
沿
岸
の
海
や
川

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
九
十
九
湾

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
建
物

の
被
害
は
比
較
的
軽
微
で
し
た
が
、
磯
の

観
察
路
で
は
崖
崩
れ
や
落
石
に
よ
り
、
複

数
カ
所
で
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

（
図
1
）。
周
辺
の
地
質
は
凝
灰
岩
で
形
成

さ
れ
、
も
ろ
い
一
面
が
あ
り
、
崖
が
崩
落

す
る
一
因
と
も
な
り
ま
し
た
。
波
の
穏
や

か
な
九
十
九
湾
に
は
、
海
面
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
植
生
が
生
い
茂
る
様
子
が
観
察
で
き
る
、

探
勝
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
沿
岸
は
急
傾
斜
地
が
多
く
、
崩
落
に

よ
っ
て
土
砂
が
海
中
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

湾
内
の
水
深
が
20
〜
30
㎝
程
度
浅
く
な
っ

た
場
所
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
海
底
に
堆

積
し
た
土
砂
が
底
生
生
物
に
与
え
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

津
波
を
受
け
た
内
浦
海
岸

能
登
町
か
ら
珠
洲
市
に
か
け
て
の
内
浦

海
岸
で
は
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
鵜
飼
漁
港
に
は
2
・
7
m
、

港
近
く
の
見
附
公
園
に
は
2
・
9
m
の
津

波
が
到
達
し
、
漁
船
が
鵜
飼
川
を
数
百
m

遡
っ
て
い
た
り
、
転
覆
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
（
図
2
）。
4
・
3
m
の
津
波
が
襲
っ

た
飯
田
港
で
は
、
流
さ
れ
た
車
や
、
海
面

か
ら
約
2
m
の
落
下
防
止
柵
に
海
藻
が

引
っ
か
か
っ
て
い
た
様
子
か
ら
、
津
波
の

状
況
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
能
登
町

を
流
れ
る
九
里
川
尻
川
の
河
口
で
は
、
津

波
に
よ
っ
て
沿
岸
の
堆
積
物
や
植
生
が
流

出
し
、
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
の
巻
貝
類
が
姿
を

消
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
津
波
が

自
然
環
境
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
が
わ

か
り
ま
す
。

図2：見附島と漂着船 ※2024年1月2日撮影

隆
起
し
た
外
浦
海
岸

珠
洲
市
か
ら
輪
島
市
、
志
賀
町
に
か
け

て
の
外
浦
海
岸
で
は
、
約
85
㎞
に
わ
た
っ

て
海
岸
線
が
隆
起
し
ま
し
た
。
輪
島
市
で

は
約
4
m
の
隆
起
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
海
だ
っ
た
場
所
が
陸
地
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
（
図
3
）。
海
中
に
あ
っ
た
岩
場

は
、
乾
燥
し
て
白
化
し
た
無
節
サ
ン
ゴ
モ

や
有
節
サ
ン
ゴ
モ
と
い
っ
た
海
藻
が
岩
の

表
面
を
覆
っ
て
お
り
、
カ
サ
ガ
イ
類
な
ど

岩
礁
に
生
息
し
て
い
た

生
き
物
が
、
干
上
が
っ

て
死
亡
し
て
い
る
様
子

が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
4
）。
沿
岸
生
態
系

に
も
大
き
な
変
化
が
起

き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
の
と
海
洋
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
震

災
前
か
ら
行
っ
て
い
る

沿
岸
調
査
を
継
続
し
、

新
た
な
環
境
で
生
物
が

ど
の
よ
う
に
回
復
し
て

い
く
か
調
査
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

川
へ
の
影
響

隆
起
に
よ
り
海
岸
線
の
陸
地
が
広
く

な
っ
た
こ
と
で
、
河
口
に
も
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
輪
島
市
町
野
町
に
河
口
が
あ
る

町
野
川
で
は
、
隆
起
に
よ
り
広
が
っ
た
砂

浜
に
湾
曲
し
た
河
口
が
形
成
さ
れ
ま
し
た

（
図
5
）。
こ
の
河
口
付
近
の
水
路
に
は
、

石
川
県
の
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
の
ニ
ホ
ン
イ
ト

ヨ
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
路
が
地

震
に
よ
り
崩
壊
し
、
水
が
流
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た

輪
島
市
街
地
を
流
れ
る
河
原
田
川
で
は
、

海
水
が
河
口
に
入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で

水
位
が
低
下
し
、
中
流
で
見
ら
れ
る
よ
う

な
瀬
が
形
成
さ
れ
、
川
の
景
観
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

さ
い
ご
に

能
登
半
島
地
震
は
、

大
規
模
か
つ
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
自
然
環
境
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
山
間
部
で
は
土

砂
崩
れ
が
多
数
発
生
し
、

川
や
海
に
も
様
々
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
流
域
全
体
で

震
災
に
よ
る
影
響
を
把

握
し
な
が
ら
、
海
や
川

で
の
調
査
を
継
続
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

図1：トンネルの崩落図4：乾燥したカサガイ類 ※2024年3月15日撮影

図5：隆起後の町野川河口
※写真提供：石川県立大学柳井清治特任教授、2024年6月5日撮影

図3：約4m隆起した輪島市鹿磯海岸 ※2024年3月15日撮影
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２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

世
界
と
日
本
の
最
新
動
向

文 

◎ 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

中
里　

茂

2023年
世界の

二酸化炭素排出量
（国別排出割合）

世界の排出量合計

約351億トン

その他
25.4% 中国

31.9%

米国
13.2%

インド
8.0%

ロシア
4.6%

日本
2.9%インドネシア　2.0%

イラン　1.9%
サウジアラビア　1.8%
ドイツ　1.6%
韓国　1.6%
カナダ　1.5%

オーストラリア　1.1%
イギリス　0.9%
イタリア　0.9%
フランス　0.7%

国・地域名 削減目標
（基準年）

目標達成
年度

カーボンニュートラル
目標年度

パ
リ
協
定
離
脱
を
宣
言

※インド・中国はGDP当たりのCO2排出、その他の国は温室効果ガスの排出量

日本

ＥＵ

アメリカ

インド

中国

ロシア

46％
（2013年度比）

55％
（1990年比）

50～52％
（2005年比）

45％
（2005年比）

60～65％
（2005年比）

60％
（1990年比）

2030年度

2030年

〃

〃

〃

2050年

2050年に
実質ゼロ

2070年に
実質ゼロ

2060年に
実質ゼロ

２
０
２
１
年
現
在

125
ヵ
国
・
１
地
域
が
表
明

火力から再生可能エネルギーへ電力部門の脱炭素化

2030年度
温室効果ガス排出量
46％削減（50％に挑戦）

（2013年度比）

2035年度
60％削減
（2013年度比）

2040年度
73%削減
（2013年度比） 

2050年度
温室効果ガス排出量

実質ゼロ
カーボンニュートラル

温室効果ガスの排出自体を
削減するだけでなく、排出
された二酸化炭素を回収す
るなどして差し引きで実質
ゼロにする。

火力・原子力 30～40%
再エネ等 50～60%
水素・アンモニア 10%

火力 66.6％⇒41％       
再エネ等 25.7％⇒36～38％
原子力 7.7％⇒20～22％
水素・アンモニア   ⇒1％

エネルギー対策（2023年電源構成）

   （部門別CO２排出削減）
産業部門 △38％
業務その他部門 △51％
運輸部門 △35％
家庭部門 △66％

二酸化炭素削減対策

世
界
の
動
向

今
、
私
た
ち
の
住
む
地
球
で
は
温
暖
化

が
進
行
し
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度

は
高
ま
り
、
そ
し
て
世
界
の
平
均
気
温
が

産
業
革
命
前
に
比
べ
て
1
・
09
℃
上
昇
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
気
候
変
動
が

起
こ
り
世
界
各
地
で
森
林
火
災
や
集
中
豪

雨
に
よ
る
洪
水
や
猛
暑
な
ど
の
異
常
気
象

が
発
生
し
、
気
象
災
害
リ
ス
ク
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
世
界
で
は
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
て
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革

命
前
と
比
較
し
て
1
・
5
℃
未
満
に
抑
え

る
と
い
う
合
意
の
も
と
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

2
0
5
0
年
ま
で
に
実
質
�
ゼ
ロ
�
に
す

る
脱
炭
素
化（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
が
急
務
と

さ
れ
て
い
る
な
か
、
中
国
に
次
い
で
2
番

目
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
い
ア
メ
リ

カ
が
、2
0
2
5
年
1
月
20
日
、温
暖
化
防

止
に
向
け
た
国
際
的
な
合
意「
パ
リ
協
定
」

（
2
0
1
5
年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
21
）

で
採
択
）
を
再
離
脱
す
る
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
（
正
式
離
脱
は
2
0
2
6
年
1
月

27
日
）。
ア
メ
リ
カ
の
パ
リ
協
定
再
離
脱

に
よ
り
、
世
界
的
に
加
速
し
て
い
る
温
暖

化
対
策
は
後
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
大

い
に
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
動
向

日
本
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

2
0
3
0
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

46
％
削
減
（
2
0
1
3
年
度
比
）
す
る
と

と
も
に
、2
0
2
0
年
10
月
に「
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
」
を
宣

言
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
2
0
2
5
年
2
月
に
は
、

新
た
に
2
0
3
0
年
度
以
降
2
0
5
0
年

ま
で
の
段
階
的
削
減
目
標
と
し
て
2
0
3

5
年
度
ま
で
に
60
％
、
40
年
度
ま
で
に
73

％
削
減
す
る
温
暖
化
対
策
計
画
の
改
定
案

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
に
向
け
た
よ
り
具
体
的
な
道
筋
が
明
確

と
な
り
ま
し
た
。

石
川
県
の
動
向

石
川
県
で
は
、
2
0
2
2
年
9
月
1
日

に
馳
知
事
が
「
い
し
か
わ
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
行
い
、
中
期
目

標
と
し
て
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
50
％
削
減
（
2
0
1
3

年
度
比
）、
長
期
目
標
と
し
て
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
掲
げ

て
、
事
業
者
や
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
関
係
者
に
向
け
た
脱
炭
素
化
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
事
業
者
に
お
い
て
は
脱
炭
素
化
へ

の
取
り
組
み
は
、
業
種
や
事
業
規
模
に
関

わ
ら
ず
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
は
大
企
業

の
問
題
で
中
小
・
零
細
企
業
に
は
、
ま
だ

先
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
石
川
県
で
は
、
事
業
者
の
脱

炭
素
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

2
0
2
3
年
4
月
に
県
民
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
内
に
「
脱
炭
素
総
合
サ
ポ
ー
ト
窓

口
」
を
開
設
し
、
脱
炭
素
経
営
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
事
業
者
の
た
め
、

専
門
家
に
よ
る
脱
炭
素
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

相
談
窓
口
で
は
事
業
者
か
ら
、
脱
炭
素

問
題
に
取
り
組
む
に
は
何
か
ら
始
め
れ
ば

よ
い
の
か
、
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
や
効
果
は
何
か
等
に
つ
い
て
よ
く

聞
か
れ
ま
し
た
。
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む

こ
と
へ
の
理
解
や
経
営
面
で
の
効
果
が
わ

か
ら
な
い
た
め
、
普
及
が
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
た
だ
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組

み
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
い
う
環
境
面

か
ら
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

最
近
の
電
気
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
等
燃
料
価

格
の
高
騰
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
を
考
慮

す
る
と
、経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
繋
が
る

と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
は
社

会
や
取
引
先
等
か
ら
の
評
価
に
も
繋
が
り

企
業
価
値
を
高
め
る
の
で
、
事
業
者
に

と
っ
て
取
り
組
み
の
効
果
や
メ
リ
ッ
ト
は

大
い
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

脱
炭
素
総
合
サ
ポ
ー
ト
窓
口

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
、現
地
訪
問
も
可
能
。相
談
は
無
料
で
す
。

脱炭素総合サポート窓口相談状況（2023年4月～2025年3月）
内容

省エネ関連補助金、
補助金の申請
省エネ診断、
省エネ設備の導入
いしかわ版環境ISOの
登録申請

再エネの導入

件数

244

193

98

17

568

1,120

相談内容

補助金に関する相談

省エネに関する相談

いしかわ版環境ISO
登録に関する相談

再エネに関する相談

その他

計

脱炭素（カーボンニュートラル）への取り組み・進め方
どのようなエネルギーを使用しどのくらい
消費しているのかを把握し可視化する

使用エネルギーの消費量低減に取り組む
※コストをかけず出来ることをする（ムダ、ムラの見直し、
省エネ活動、エコドライブ、設備のフィルター清掃等）

省エネ性能の高い設備・機器を導入する
※LED照明・省エネ設備・高効率空調設備等の導入

使用燃料を電化に転換あるいは廃止する
※重油や灯油⇒電気 ガソリン車⇒EV車（電気自動車）
灯油暖房の廃止等

エネルギーの脱炭素化を進める
※太陽光・風力・バイオマス・地中熱等

建物の省エネ性能を高める
※窓等の高断熱化、断熱材導入、日射遮断

グリーン電力、J-クレジットの購入、森林保全等

エネルギーの
見える化

省エネ等の
取り組みを推進

エネルギーの
高効率化

燃料の転換

再生可能エネル
ギーの導入

建物の断熱化

カーボン
オフセット

脱炭素経営に取り組む効果（メリット）とリスク
取り組まないリスク

★経営上のリスク
高騰する電気料金・燃料価格等
★税制上でのリスク
炭素に対する賦課金導入
カーボンプライシング（炭素税）

★取引先等関係先からのリスク
サプライチェーンからの排除
（Scope1・Scope2・Scope3）
★人材確保でのリスク
★企業評価でのリスク
社会、金融機関、投資家等の評価

脱炭素経営に取り組むことは、企
業や事業に新たな付加価値を付け、
様々なリスクを回避し、企業価値・
企業競争力の向上、経営基盤の強
化に繋がる。

取り組む効果（メリット）

★電力や燃料等使用量の削減
コストの削減
★企業イメージの向上
社会や取引先等から評価
★リクルート効果
人材の確保
★他社との差別化
競争力の強化、営業力の向上
★国・県等補助金・支援金の採択
★排出量取引の活用
★金融機関や投資家等の評価
資金調達や金利面での優遇

お
問
い
合
わ
せ

県
民
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

電
話
／
0
7
6－

2
0
3－

6
5
8
5

時
間
／
9
時
〜
17
時

※
月
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く

H
P：

https://www.ishikawa-zerocarbon.jp/

地球全体のCO2濃度の経年変化
出典：気象庁

主要国の温室効果ガス削減目標と
カーボンニュートラル

世界の二酸化炭素（CO2）排出量（2023年）

世界の平均気温の変化
出典：全国地球温暖化防止活動推進
センターウェブサイト（https : //www.
jccca.org/）

脱炭素（カーボンニュートラル）に向けた中長期計画

特集   能登の復興に向けて

1011



住
宅
再
建
に
向
け
た

省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
住
宅
の
実
現

文 

◎ 

い
し
か
わ
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
県
民
会
議　

蔵
本　

和
夫

2022年度
29,547MJ/世帯

石炭0.0％

電気
52.1％
電気
52.1％
電気
52.1％

都市ガス
22.7％
都市ガス
22.7％
都市ガス
22.7％

LPガス
10.1％
LPガス
10.1％
LPガス
10.1％

灯油
14.7％
灯油
14.7％
灯油
14.7％

太陽熱他0.4％

2022年度
29,547MJ/世帯

冷房3.4％

暖房
25.3％
暖房
25.3％
暖房
25.3％

給湯
27.2％
給湯
27.2％
給湯
27.2％

厨房
9.7％
厨房
9.7％
厨房
9.7％

動力・照明他
34.4％

動力・照明他
34.4％

動力・照明他
34.4％

復
興
プ
ラ
ン
で
掲
げ
る

住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

「
石
川
県
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
」の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、「
住

宅
等
に
お
け
る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
住
宅
の
断
熱
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、

省
エ
ネ
や
節
電
の
効
果
も
半
減
し
、
夏
で

も
冬
で
も
開
口
部（
窓
や
ド
ア
）か
ら
熱
が

出
入
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
で
き

る
の
が「
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
住
宅
」で
あ
り
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に

向
け
て
、
こ
の
普
及
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ

基
準
が
設
け
ら
れ
る

合
わ
せ
て
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
2
0
2
5
（
令
和
7
）
年
4
月
以

降
に
新
築
や
大
規
模
改
修
を
行
う
場
合
は
、

定
め
ら
れ
た
「
省
エ
ネ
基
準
」
に
適
合
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
断
熱
等
級

4
」
お
よ
び
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等

級
4
以
上
の
性
能
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

2
0
3
0
（
令
和
12
）
年
に
は
も
う
一
段

階
上
の
「
Z
E
H
※
基
準
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
（
図
1
・
図
2
参
照
）。

な
お
、
大
規
模
改
修
に
該
当
し
な
い
範

囲
で
の
既
存
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際

で
も
、
窓
の
断
熱
強
化
を
考
え
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
り
、
省
エ
ネ
は
こ
れ
か
ら
の

住
宅
建
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
欠
か

せ
な
い
考
え
方
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、

災
害
時
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
太
陽
光
発

電
な
ど
の
「
創
エ
ネ
」
も
重
要
で
す
。
ま

た
、
極
力
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

自
立
循
環
型
住
宅
も
、
今
後
の
住
宅
の
方

向
性
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

※
Z
E
H
…N

etZero
Energy

H
ouse

（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
の
略

で
、
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
に
よ
り
年
間
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
収
支
を
実
質
ゼ
ロ
以
下
に
す

る
住
宅

す
ぐ
に
で
き
る

省
エ
ネ
の
取
り
組
み

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
以
外
で
も
、

今
の
住
宅
で
で
き
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か

ら
、
省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
を
読
み
解
き
ま

す
。

電
気
が
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
2
0
2
4
」に
よ
れ

ば
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
約
半
分
は

電
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
節

電
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
（
図
3
参
照
）。

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
年
々
家
電
製
品

の
消
費
電
力
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

買
い
替
え
や
新
規
購
入
の
際
は
、
よ
り
節

電
タ
イ
プ
の
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

た
だ
し
、
節
電
タ
イ
プ
の
家
電
製
品
を

購
入
し
て
も
、
適
切
な
使
用
方
法
を
守
ら

な
け
れ
ば
十
分
な
効
果
を
発
揮
で
き
ま
せ

ん
。
誰
も
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ

放
し
や
、
冷
蔵
庫
の
ド
ア
の
開
け
っ
放
し
、

温
水
便
座
の
ふ
た
を
使
用
後
に
閉
め
な
い

な
ど
は
無
駄
な
電
力
を
消
費
し
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

熱
用
途
の
省
エ
ネ
行
動

家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
2
／
3

は
熱
関
連
で
す
（
図
4
参
照
）。

28
・
7
％
を
占
め
る
冷
暖
房
で
は
、
適

切
な
温
度
設
定
と
フ
ィ
ル
タ
ー
の
定
期
的

な
清
掃
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
頻
繁
な
オ
ン

オ
フ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ
ン
は
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
た
と
き
に
一
時
的
に
消
費

電
力
が
大
き
く
な
る
た
め
で
す
。

27
・
2
％
を
占
め
る
給
湯
で
は
、
入
浴

す
る
際
は
、
時
間
が
経
過
す
る
と
温
度
が

下
が
る
た
め
、
間
を
空
け
ず
に
順
に
入
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

給
湯
器
に
は
従
来
型
と
省
エ
ネ
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
・
灯
油
使
用
の
場
合

で
も
、
燃
料
代
や
消
費
電
力
が
少
な
い
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
電
気
給
湯
器
は
、
電

気
温
水
器
か
ら
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
に
変
更
す
る
と
電
気
代
が
異
な

り
ま
す
。

9
・
7
％
は
厨
房
（
台
所
）
で
の
使
用

で
す
。
煮
炊
き
を
す
る
際
は
、
炎
が
鍋
か

ら
は
み
出
る
よ
う
な
火
力
で
は
燃
料
の
ロ

ス
に
な
り
ま
す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
I
H

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
り
ま
す
が
、
I
H
は
台
所
の
室
温
を

余
分
に
上
昇
さ
せ
ま
せ
ん
。

自
然
を
省
エ
ネ
に
生
か
す

自
然
が
持
つ
省
エ
ネ
能
力
を
生
か
す
の

も
一
つ
の
手
で
す
。
庭
の
南
側
に
落
葉
樹

を
植
え
て
お
く
と
、
夏
場
に
日
射
を
遮
っ

て
木
陰
を
作
り
、
エ
ア
コ
ン
の
負
荷
を
軽

減
で
き
ま
す
。
冬
は
葉
が
落
ち
て
太
陽
光

を
部
屋
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
樹
木
に
よ
る
C
O
2

吸
収
も
期

待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
、
コ
ブ
シ
を
各
1
本
植
栽
し
た
と

き
、
1
0
0
0
W
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
1
年

間
、毎
日
約
26
分
使
用
し
た
と
き
の
C
O
2

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
、
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

石川県の地域区分

6 金沢市、小松市、白山市（旧
松任市）、野々市市

5 ３、４、６以外の石川県内市
町の区域

4 白山市（旧河内村、旧吉野谷
村、旧鳥越村、旧尾口村）

3 白山市（旧白峰村）

※UA …外皮平均熱貫流率のことで、室内と外気の熱の出入りのしやすさの指標。
値が小さいほど熱が出入りしにくく、断熱性能が高い。

※ηAC…冷房期の平均日射熱取得率のことで、太陽日射の室内への入りやすさの
指標。値が小さいほど日射が入りにくく、遮蔽性能が高い。

図2：一次エネルギー消費量等級
一次エネルギー消費量等級は、住宅の1年間のエネルギー消費量を数値化した指標
（BEI）で示されます。

BEI 0.8以下（太陽光発電によるエネ
ルギー消費量の削減は見込まない）
BEI 0.9以下
BEI 1.0以下
BEI 1.1以下

※BEI…Building Energy Indexの略で、実際に建てる建物の「設計一次エネルギー
消費量」を、地域や建物用途、室使用条件などにより定められている「基
準一次エネルギー消費量」で除した値で評価したもの。1.0以下であれば
省エネ基準を満たす。

BEI＝
設計一次エネルギー消費量

基準一次エネルギー消費量

断熱性能等級とは、住宅の断熱性を評価するため
の日本の基準です。

省エネ基準比エネルギー消費▲40%

省エネ基準比エネルギー消費▲30%

ZEH基準（UA値［3 : 0.5以下 4～7 : 0.6
以下］）
省エネ基準（UA値［3 : 0.56 4 : 0.75
5及び6 : 0.87］ηAC値[5 : 3.0 6 : 2.8］）

図1：断熱性能等級

ZEH基準 省エネ基準▲20％

省エネ基準▲10％
省エネ基準
（既存住宅のみ）

等級7

等級6

等級5

等級4

等級6

等級5
等級4
等級3

「
い
し
か
わ
エ
コ
ハ
ウ
ス
」で

創
エ
ネ・
省
エ
ネ
を
体
感
！

鞍
月
に
あ
る「
い
し
か
わ
エ
コ
ハ
ウ
ス
」は

2
0
2
4（
令
和
6
）年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、Z
E
H
化
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
創
エ

ネ
・
省
エ
ネ
技
術
を
体
験
で
き
る
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

機
能
を
強
化
し
て
お
り
、見
学
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

い
し
か
わ
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
県
民
会
議

住

所
／
金
沢
市
鞍
月
2‐

1

見
学
時
間
／
9
時
〜
17
時

休
館
日
／
月
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

電

話
／
0
7
6‐

2
6
6‐

0
8
8
1

いしかわエコハウスは工業試験
場前にあります。

消費電力が一目で分かるモニ
ターを用意しています。

カーポートの屋根には両面発電
太陽光パネルを設置。

ガラス屋根の縁側は可動式の布
製庇（オーニング）を設けており、
夏場はグリーンカーテンも。

図3：家庭部門のエネルギー消費
（エネルギー源別）

図4：世帯当たりのエネルギー消費原単
位と用途別エネルギー消費

※29,547MJは1,000Wの電気ストーブを342
日間使ったときのエネルギー消費量

※図‐3・4出典：令和5年度エネルギー白書から作成

特集   能登の復興に向けて
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あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想

　
〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
〜

文
・
写
真 

◎ 

金
沢
星
稜
大
学　

新　

広
昭

2
0
1
1
（
平
成
23
）
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
（
以
下
、

「
構
想
」）」
は
、
行
政
（
兵
庫
県
、
洲
本

市
、
南
あ
わ
じ
市
、
淡
路
市
）、
関
係
団

体
、
N
P
O
、
大
学
・
研
究
機
関
、
企
業

で
構
成
す
る
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想

推
進
協
議
会
」
が
主
管
し
て
進
め
て
い
る

淡
路
島
の
振
興
計
画
で
す
。
ま
た
、
地
域

活
性
化
総
合
特
区
の
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
筆
者
は
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
10

月
に
淡
路
島
を
視
察
調
査
し
、
兵
庫
県
の

担
当
者
の
方
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
構
想
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

の
創
造
的
復
興
の
取
り
組
み
の
延
長
線
上

に
あ
る
も
の
で
、
能
登
の
創
造
的
復
興
を

進
め
る
う
え
で
の
有
用
な
先
行
事
例
に
な

る
と
の
思
い
か
ら
、
そ
の
考
え
方
（
コ
ン

セ
プ
ト
）
お
よ
び
具
体
的
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
の

考
え
方（
コ
ン
セ
プ
ト
）

構
想
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
淡
路
島
の
豊

富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
持
続
」「
農
と
食
の
持
続
」「
暮
ら
し
の

持
続
」
の
3
つ
の
持
続
性
を
高
め
、
淡
路

島
が
自
立
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
、
す
な
わ
ち
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
農
業
を
ベ
ー
ス
と

し
た
生
業
の
創
出
、
維
持
、
発
展
、
さ
ら

に
は
優
れ
た
自
然
環
境
と
景
観
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
平
時
は
も
と
よ
り
大
規

模
災
害
時
に
お
い
て
も
島
民
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
満
足
度
・
生
活
の
質
）
の

向
上
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
（
図
1

参
照
）。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
地
域
経
済
の
観
点

か
ら
考
察
す
る
と
、
同
島
の
基
幹
産
業
と

も
い
え
る
農
業
の
6
次
産
業
化
、
ブ
ラ
ン

ド
化
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
の
促
進
と

い
っ
た
取
り
組
み
で
域
外
か
ら
の
稼
ぎ
を

増
加
さ
せ
る
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
の

域
外
へ
の
流
出
を
防
ぎ
、
蓄
積
し
た
資
金

を
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
経
済

の
持
続
可
能
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
と
評
価
で
き
、
能
登
で
も
こ
の
よ
う

な
考
え
方
に
立
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
の

具
体
的
取
り
組
み

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
太
陽
光
、
風
力
に
よ
る
発
電

を
ベ
ー
ス
に
、
島
内
に
豊
富
に
賦
存
す
る

竹
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
に
関
し
て
は
、
大
規
模
未
利
用

地
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
で
計
画
発

電
量
計
1
4
8
メ
ガ
ワ
ッ
ト
（
図
2
参
照
）、

住
民
参
加
型
太
陽
光
発
電
事
業
お
よ
び
た

め
池
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
所
で
2
・

7
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
発
電
量
は
、
島
内
の
全
世
帯

で
あ
る
5
3
0
0
0
世
帯
の
年
間
消
費
量

の
1
・
1
倍
を
超
え
る
量
で
す
。
こ
れ
に

加
え
、
5
カ
所
、
24
基
の
風
力
発
電
所
で

合
計
54
・
5
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
行
っ

て
い
ま
す
。

筆
者
が
視
察
し
た
株
式
会
社
淡
路
貴
船

太
陽
光
発
電
所
は
、
発
電
出
力
30
メ
ガ

ワ
ッ
ト
、
年
間
発
電
量
3
1
0
0
万

k
W
h
（
一
般
家
庭
約
9
0
0
0
世
帯
分

の
年
間
電
気
使
用
量
）、
C
O
2

削
減
量

1
6
0
0
0
t
を
誇
る
、
国
内
最
大
級
の

太
陽
光
発
電
所
で
す
。

本
発
電
所
の
立
地
場

所
は
関
西
国
際
空
港

の
埋
め
立
て
土
砂
採

取
場
跡
地
の
「
土
取

場
」
で
あ
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
負
の
遺
産
と
し
て
見
ら
れ

が
ち
な
未
利
用
地
を
有
効
活
用
し
た
事
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

農
と
食
の
持
続
の

具
体
的
取
り
組
み

農
と
食
の
持
続
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
も
特
徴
的
な
事
業
は
、
パ
ソ
ナ

グ
ル
ー
プ
の
企
業
が
淡
路
市
と
連
携
し
て

展
開
し
て
い
る
農
業
の
6
次
産
業
化
の
取

り
組
み
で
す
。

①
廃
校
を
活
用
し
た
6
次
産
業
化
モ
デ
ル

施
設
「
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
」
の
整
備

「
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
」
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
震
源
地
で
あ
る
野
島
断
層

（
後
述
）
の
近
く
に
位
置
し
て
い
た
野
島

小
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
地
元
特
産
物
を
販
売
す

る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ル
シ
ェ
、
ベ
ー
カ

リ
ー
、
動
物
園
、
B
B
Q
テ
ラ
ス
な
ど
を

設
置
し
た
施
設
で
、
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
ふ

る
さ
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
運
営
主

体
で
す
。

こ
の
施
設
を
核
と
し
て
、
周
辺
に
は
、

ア
ニ
メ
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
×
自
然
を
テ
ー

マ
と
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ニ
ジ
ゲ
ン
ノ

モ
リ
」、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
「H
ELLO

K
IT
T
Y

SM
ILE

」、シ
ア
タ
ー「H
ELLO

K
IT
T
Y

SH
O
W

BO
X

」、
和
楽
や
ア
ニ
メ
な
ど

の
日
本
の
文
化
を
発
信
す
る
劇
場
や
淡
路

島
食
材
を
生
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
擁
す

る
施
設
「
青
海
波
」
を
配
し
、
雇
用
創
出

や
地
域
活
性
化
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

②「A
w
ajiN

ature
Lab

＆
Resort

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

株
式
会
社
パ
ソ
ナ
農
援
隊
、
株
式
会
社

A
w
ajiN

ature
Farm

が
実
施
主
体
と
な

り
、「
農
業
に
携
わ
る
人
を
増
や
す
」
こ

と
を
目
的
に
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
1
万
坪
以
上
の
敷
地
に
農
業
体
験
が

で
き
る
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
農
家
レ
ス
ト

は
る

ラ
ン
「
陽
・
燦
燦
」、
自
然
循
環
型
滞
在

施
設
・
農
園
、「
ラ
ボ
」
自
然
と
暮
ら
し

研
究
所
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

能
登
の
震
災
復
興
に
お
い
て
も
、
淡
路

島
に
お
け
る
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携
が
必
要
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

暮
ら
し
の
持
続

暮
ら
し
の
持
続
の
取
り
組
み
の
中
心
は

職
場
・
雇
用
の
創
出
、
交
流
・
関
係
人
口

の
増
大
で
、
そ
の
た
め
の
観
光
開
発
で
す
。

淡
路
島
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
震
源

地
で
あ
る
野
島
断
層
を
そ
の
ま
ま
震
災
遺

構
と
し
て
保
存
、
公
開
し
て
い
る
「
北
淡

震
災
記
念
公
園
（
野
島
断
層
保
存
館
）」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
淡
路
島
を
め
ぐ
る
観
光
客
も
多

く
い
ま
す
。
震
災
遺
構
の
整
備
、
公
開
に

関
し
て
は
被
災
さ
れ
た
方
の
理
解
・
納
得

が
必
要
で
す
が
、
震
災
遺
構
を
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
た
観
光
は
、
観
光
に
特
別
な

意
味
と
深
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

能
登
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
復
興
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま

す
。

図1：あわじ環境未来島構想 イメージ図

図2：淡路島における太陽光発電事業

北淡震災記念公園
パンフレット保存されている断層

淡路貴船太陽光発電所

特集   能登の復興に向けて
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環境に負荷の少ないホテルを目指す
Onsen＆Garden 七菜 全体のエネルギーマップ
環境に負荷の少ないホテルを目指す
Onsen＆Garden 七菜 全体のエネルギーマップ
環境に負荷の少ないホテルを目指す
Onsen＆Garden 七菜 全体のエネルギーマップ

丘
の
上
の
温
泉
ホ
テ
ル

「
O
n
s
e
n
＆
G
a
r
d
e
n
七

菜
」
は
、金
沢
市
中
心
部
に
位
置
す
る
、兼

六
園
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
里
山
の
中
で
、
ゆ
る
や
か
な
丘
の

上
に
佇
む
一
軒
の
宿
で
す
。
川
の
せ
せ
ら

ぎ
と
里
山
の
景
色
に
包
ま
れ
て
、
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る
癒
し
の
時
間
を
過
ご
せ
る
空

間
と
、
地
産
地
消
や
自
然
環
境
と
の
共
生

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
金
沢
市
七
曲
町

に
2
0
2
4（
令
和
6
）年
4
月
、
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

建
物
は
、
岐

阜
県
奥
飛
騨
地

方
の
豪
農
前
田

家
家
屋
（
築
約

2
0
0
年
以

上
）
と
新
潟

県
妙
高
村
の

古
民
家
（
築

約
1
5
0

年
）
を
増
改

築
し
た
、「
お

も
ち
ゃ
博
物

館
」
と
し
て

愛
さ
れ
て
き

た
建
物
を
こ
の
地
に
移
築
し
、
古
民
家
ホ

テ
ル
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
し

ま
し
た
。

敷
地
内
に
は
温
泉
の
源
泉
が
あ
り
、
こ

の
大
地
の
恵
み
を
源
泉
か
け
流
し
の
貸
切

露
天
風
呂
と
し
て
堪
能
で
き
ま
す
。
限
り

あ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

温
泉
の
廃
熱
を
床
暖
房
や
給
湯
の
予
熱
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
開
業
前
よ
り
、
一
般

的
に
大
量
の
化
石
燃
料
を
消
費
す
る
ホ
テ

ル
・
宿
泊
業
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
は
地
球
温
暖
化
抑
制
の
た
め

に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
環
境
負
荷
を
極
力
減
ら
し
、
持
続
可

能
な
ホ
テ
ル
営
業
が
で
き
る
よ
う
、
完
全

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
し
た
。
発
展
途
上
で
は
あ
り

ま
す
が
、�
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
�
を

目
指
し
て
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
エ
コ
活
動
へ
の

取
り
組
み

１．
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

・
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
シ
ス
テ
ム

太
陽
光
発
電
を
日
中
の
ホ
テ
ル
の
電
力

に
あ
て
、
余
剰
電
力
は
蓄
電
池
に
貯
め
て

夜
間
電
力
に
あ
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

客
様
用
送
迎
車
に
は
電
気
自
動
車
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
で
充
電
し
て

走
行
す
る
た
め
、
化
石
燃
料
を
一
切
使
っ

て
い
ま
せ
ん
。
併
せ
て
、
V
2
H
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
夜
間
電
力
等
の
不
足
分
を

補
え
る
よ
う
電
気
自
動
車
の
蓄
電
池
も
活

用
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
導
入
を
検
討

し
て
い
る
の
は
、
超
小
型
（
ピ
コ
）
水
力

発
電
で
す
。
天
候
に
よ
り
発
電
量
が
左
右

さ
れ
る
太
陽
光
発
電
の
弱
点
を
補
え
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
太
陽
熱
温
水
器

天
気
の
良
い
日
は
1
日
で
30
℃
程
度
水

温
が
上
昇
し
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ

ず
に
そ
の
ま
ま
給
湯
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
太
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
直

接
熱
に
変
換
で

き
、
湯
を
作
る

上
で
変
換
効
率

が
良
い
の
で
す
。

太
陽
光
発
電
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
効
率
は
約
20

％
な
の
に
対
し
、

太
陽
熱
温
水
器

は
約
60
％
に
も

な
り
ま
す
。
ま

た
、
水
道
圧
で

動
く
た
め
に
、

電
源
が
不
要
で

す
。
構
造
も
シ

ン
プ
ル
な
の
で

セ
ル
フ
ビ
ル
ド

が
可
能
と
い
う

点
も
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

2．
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

・
温
泉
廃
熱

お
客
様
が
使
っ
た
後
の
温
泉
を
回
収
升

に
貯
め
、
そ
の
温
泉
の
熱
を
給
湯
と
床
暖

房
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
水
道
水
を
温
泉

の
廃
熱
の
中
に
通
し
て
熱
交
換
す
る
こ
と

で
、
15
℃
程
度
水
温
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
給
湯
の
予
熱
と

な
り
ま
す
。

床
暖
房
へ
の
利
用
は
、
温
泉
や
給
湯
の

排
熱
を
床
下
に
通
す
こ
と
で
行
い
ま
す
。

蓄
熱
モ
ル
タ
ル
で
遠
赤
外
線
効
果
を
高
め

て
、
床
を
温
め
て
い
ま
す
。
雪
が
降
る
よ

う
な
真
冬
で
も
、
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

・
天
然
の
植
物
油
・
間
伐
材
の
利
用

季
節
に
よ
っ
て
は
温
泉
廃
熱
や
太
陽
熱

温
水
器
で
集
熱
し
た
後
も
、
給
湯
温
度
が

不
足
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
薪

ボ
イ
ラ
ー
で
昇
温
し
ま
す
。

倒
木
や
枝
を
集
め
、自
前
で
薪
を
作
っ
て

い
ま
す
。山
に
落
ち
て
い
る
ス
ギ
の
葉
や
マ
ツ

カ
サ
等
は
油
を
多
く
含
む
た
め
、着
火
剤
に

最
適
で
す
。機
械
で
強
制
乾
燥
せ
ず
、薪
小

屋
で
自
然
乾
燥
さ
せ
て
い
る
た
め
、薪
作
り

の
た
め
に
電
力
を
ほ
と
ん
ど
消
費
し
ま
せ
ん
。

今
後
の
展
望

石
川
県
は
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
日

射
量
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
季

節
は
電
力
を
ほ
ぼ
自
給
自
足
で
き
て
い
ま

す
が
、
冬
は
太
陽
光
発
電
だ
け
で
は
賄
え

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
在
湧
き
水
を
利

用
し
た
自
作
の
超
小
型
（
ピ
コ
）
水
力
発

電
を
試
み
て
い
ま
す
。

薪
の
自
然
乾
燥
も
課
題
で
す
。日
射
量
・

日
照
時
間
が
少
な
い
時
期
は
、
太
陽
光
を

利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
全
体
の

稼
働
率
が
下
が
り
、
そ
の
分
薪
ボ
イ
ラ
ー

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ボ
イ

ラ
ー
が
フ
ル
稼
働
す
る
期
間
中
に
は
、
含

水
率
（
薪
に
含
ま
れ
る
水
分
の
割
合
）
の

低
い
薪
を
十
分
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
含
水
率
が
低
い
方
が
薪
か
ら

得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
が
少
な
い

た
め
で
す
。
限
ら
れ
た
薪
資
源
か
ら
な
る

べ
く
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
た

め
に
、
ボ
イ
ラ
ー
の
廃
熱
を
薪
の
乾
燥
に

利
用
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

薪
に
す
る
木
は
、
倒
木
や
間
伐
材
を
利

用
し
て
必
要
以
上
に
伐
採
せ
ず
、
自
然
環

境
と
の
調
和
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

あ

ま
ま

人
も
自
然
も
【
有
り
の
儘
】
で
あ
る
た

め
に
。

O
n
s
e
n
＆
G
a
r
d
e
n
七
菜

自
社
の
エ
コ
活
動
の
取
り
組
み

文
・
写
真
◎
O
n
s
e
n
＆
G
a
r
d
e
n

七
菜

お
問
い
合
わ
せ

O
n
s
e
n
＆
G
a
r
d
e
n
七
菜

H
P：

https://nana-garden.
nuture.co.jp/

Onsen＆Garden 七菜 外観

源泉かけ流しの温泉

Onsen＆Garden 七菜 周辺環境
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クローズアップいしかわ自然学校

里
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
か
し
た
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
・
写
真
◎
内
藤
善
太
・
野
口
咲
子
（
岸
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
）

東
園
地
の

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
校
教
育
と
し
て
、
生
活
・
理
科
・
社

会
・
総
合
的
な
学
習
等
の
指
導
要
領
に
求

め
ら
れ
る
内
容
を
基
に
、
里
山
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
生
か
し
た
リ
ア
ル
な
体
験
が
で
き

る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
び
の
多
い
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
す
る

た
め
に
、
年
間
を
通
し
て
体
験
し
て
い
た

だ
く
モ
ニ
タ
ー
校
制
度
を
設
け
、「
事
前

打
ち
合
わ
せ
↓
実
施
↓
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
大
切
に
し
た
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
モ
デ
ル
校
の
小
学
5
年
生
を

対
象
に
行
っ
た
、「
身
近
な
里
山
再
生
に

つ
い
て
」
の
全
2
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
紹
介

今
後
、
ま
す
ま
す
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
こ
の
施
設

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、S
D
Gs
や

里
山
再
生
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
2
0
2
5
年
度
さ
と
し
る
べ
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
一
般
向
け
）】

・
雪
上
焼
き
芋
と
か
ん
じ
き
体
験

・
身
近
な
植
物
で
草
木
染
体
験

・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
日
用
品
づ
く
り

・
裏
山
の
竹
を
取
っ
て
竹
細
工
に
挑
戦
し

よ
う

・
昆
虫
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

※
そ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
。開
催
時
期
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
S
N
S
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
分
た
ち
が
考
え
る
学
校
と

そ
の
周
辺
の
森
づ
く
り

第
1
回：

森
林
の
樹
木
に
つ
い
て

知
ろ
う
〜
天
然
林
と
人
工
林
〜

1
回
目
は
、
日
本
の
森
林
の
現
状
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
林
業
の
安
全
な
施
業
の
た

め
の
装
備
や
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
実
演
見
学
・
薪

割
り
体
験
・
樹
木
の
香
り
を
か
ぐ
体
験
な
ど
、

五
感
を
通
し
て
森
林
の
樹
木
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
薪
割
り
の
際
に
伐
採
木
に

入
っ
て
い
る
冬
眠
中
の
幼
虫
も
観
察
し
、
普

段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
出
合
え
な
い
生
き

物
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
2
回：

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

〜
学
校
と
そ
の
周
辺
の
森
に

つ
い
て
考
え
る
〜

2
回
目
は
、
1
回
目
に
学
ん
だ
こ
と
を
も

と
に
し
て
、
み
ん
な
が
実
際
に
森
づ
く
り
を

す
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
場
所
に
し
て
み
た

い
か
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、
1
枚

の
模
造
紙
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課
題
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
学
校
と
そ
の
周
辺
の
森
と
い
う

設
定
に
し
、
20
年
後
の
姿
を
想
定
し
た
森
づ

く
り
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
状
は
、

手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な
い
人
工
林
と
地

域
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
維
持
管
理
さ
れ

て
い
る
草
地
が
広
が
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

ま
ず
、
個
人
の
思
い
を
付
箋
紙
に
書
き
、

似
て
い
る
意
見
を
ま
と
め
て
貼
り
付
け
ま
す
。

そ
の
後
、
イ
ラ
ス
ト
や
コ
メ
ン
ト
、
記
号
等

を
使
っ
て
さ
ら
に
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
も
あ
り
つ
つ
、
流
れ
に

乗
り
き
れ
な
い
子
、
一
生
懸
命
流
れ
を
作
ろ

う
と
す
る
子
、
素
直
に
想
像
す
る
子
な
ど
、

様
々
な
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、
時

間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

グループワークでは、アイデアを
出し合い、1枚の模造紙にまとめて
いきます。たくさんのアイデアが
出てきました。

グループ発表では、具体的なアイ
デアがたくさん出て、それぞれつ
ながり、流れができていること、そ
して楽しんでいる場面が印象的で
した。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
意
見
例

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
に
し
た
い

・
木
を
切
っ
て
販
売
し
た
り
遊
具
を
作
っ
た

り
し
た
い

・
ヒ
ノ
キ
で
露
天
風
呂
を
作
り
た
い

・
開
墾
し
て
畑
を
耕
し
、
給
食
に
使
う
野
菜

を
育
て
た
い

・
川
を
掘
っ
て
魚
が
来
て
く
れ
る
環
境
を

作
っ
た
り
、
そ
の
水
を
畑
に
使
っ
た
り
し

た
い

・
キ
ャ
ン
プ
場
に
し
た
い

・
生
き
物
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
に
し
た
い

主
催
者
の
コ
メ
ン
ト

野
口

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
学
校
の
裏

山
が
舞
台
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分

事
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
意

見
が
出
て
い
ま
し
た
ね
。

内
藤

大
人
だ
っ
た
ら
た
め
ら
い
が
ち
な
ア

イ
デ
ア
を
、
素
直
に
表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

野
口

暗
い
杉
林
を
伐
採
し
て
、
キ
ノ
コ
栽

培
を
し
た
り
、
食
べ
ら
れ
る
実
が
な
る
樹
木

を
植
え
て
、
収
穫
し
た
も
の
を
給
食
に
使
っ

た
り
と
い
っ
た
実
現
で
き
そ
う
な
意
見
も
た

く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
ね
。

内
藤

森
の
中
に
病
院
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
い
っ
た
発
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
た

ち
の
思
い
と
し
て
は「
け
が
人
が
出
た
場
合
」

を
想
定
し
て
の
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
森
に
病
院
が
あ
っ
て
自
然
療
法
と
し
て
森

を
活
用
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
し
、
発

想
と
し
て
す
ご
く
良
い
と
こ
ろ
を
つ
い
て
い

る
な
と
思
い
ま
し
た
。

野
口

振
り
返
り
の
際
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
時
間
に
つ
い
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
感

じ
た
か
を
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
表
現
し
て
も

ら
っ
た
と
き
、
素
直
に
楽
し
め
な
か
っ
た
と

表
現
し
て
く
れ
た
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
時

の
内
藤
さ
ん
の
お
話
に
、
み
ん
な
が
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
て
、
一
人
一
人
の
思
い
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
が
し
っ
か
り
伝
わ
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

内
藤

楽
し
め
な
か
っ
た
と
表
現
で
き
る
雰

囲
気
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
し
、
自
分
を
素
直
に
表
現

で
き
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
一
人
の
意
見

を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

学
び
の
場
と
し
て
の
意
義

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
森
づ

く
り
の
方
法
や
森
林
生
態
系
・
樹
木
な
ど
の

知
識
を
伝
え
、
環
境
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
身
近
な
里
山
環
境
に
つ
い

て
一
緒
に
調
べ
た
り
考
え
た
り
す
る
中
で
、

そ
こ
に
関
わ
る
人
々
の
役
割
や
働
き
、
人
以

外
の
生
き
物
の
存
在
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
ま
で
よ
り
も
少
し
だ
け
広
い
世

界
が
見
え
た
時
、
子
供
た
ち
は
様
々
な
反
応

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
様
々
な
も
の
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
る
世
の
中
で
、
実
際
に
触
れ
て

確
か
め
る
リ
ア
ル
な
体
験
は
子
供
た
ち
の
記

憶
に
残
り
や
す
く
、
貴
重
な
時
間
だ
と
思
い

ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
た
ち
の
暮
ら
し

に
置
き
換
え
て
未
来
を
創
造
し
な
が
ら
実
際

に
行
動
し
て
み
る
。
大
人
は
そ
れ
を
応
援
す

る
。
そ
ん
な
学
び
の
時
間
に
な
る
よ
う
に
意

識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
い
し
か
わ
自
然
学
校

い
し
か
わ
自
然
学
校
は
、
行
政
機
関
や
N
P
O
、
民
間
事
業
者
、
指
導
者
養
成
講
座
の
修
了
生
に
よ
る
団
体
な
ど
、
多
種
多
様
な
主
体
に
よ
っ
て
、
年
間
4
0
0
を
超
え
る
自
然
体

験
・
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
3
（
平
成
１５
）
年
に
開
講
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
今
期
末
ま
で
に
2
7
2
名
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

修
了
生
に
は
実
施
団
体
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
方
や
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動
を
継
続
し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
里
山
を
「
学
び
」「
遊
び
」「
体
験
」
で
き
る
「
新
た
な
里
山
再
生
の
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
4
月
に
整
備
さ
れ
た
「
木
場
潟
公
園
東
園
地
」
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
、
い
し
か
わ
自
然
学
校
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
2
名
の
方
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

木
場
潟
公
園
東
園
地
木
場
潟
さ
と
し
る
べ

小
松
市
三
谷
町
タ
1
2
0

電
話
／
0
7
6
1－

4
3－

1
1
0
5

H
P：

https://kibagata-eastpark.com
/

Instagram
：
https://www.instagram.com/
kibagata.eastpark/

針葉樹、広葉樹など様々な種類の薪
を準備し、実際に手ざわりや香りを
確かめていただきました。

五感を通して木にも色々な性
質があることを知ることがで
きます。



いしかわエコデザイン賞2024

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
４

文 

◎ 

石
川
県
生
活
環
境
部  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
（
地
球
温
暖

化
防
止
）、里
山
里
海
保
全
な
ど
の
自
然
共

生
、
資
源
循
環（
3
R
）、
環
境
保
全
の
た

め
の
情
報
発
信
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
参

加
・
国
際
的
取
り
組
み
）な
ど
、持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
、石
川
発
の
優
れ

た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
県
の
制
度
で
す
。

こ
こ
で
い
う
デ
ザ
イ
ン
は
、姿
・
形（
意

匠
・
装
飾
）
だ
け
で
な
く
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
コ
ン
セ
プ
ト
や
姿
勢

（
戦
略
・
企
画
・
設
計
）
の
こ
と
も
幅
広

く
含
ん
で
い
ま
す
。

県
で
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
や
エ

コ
な
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た

め
、
優
れ
た
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
・
建
築
、

教
育
・
社
会
活
動
の
表
彰
や
P
R
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
第
14
回
目
と
な
る
「
い
し
か
わ

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
2
4
」
を
受
賞
し

た
、
18
件
の
製
品
、サ
ー
ビ
ス
・
建
築
、教

育
・
社
会
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

いしかわエコデザイン賞2024

受賞までの流れ

2024年6月14日まで
関係書類を石川県生活環境部カーボン
ニュートラル推進課まで送付

審査委員会において、書類による一次
審査

9月1日
一次審査を通過した応募者は、県庁で
プレゼンテーションを実施

いしかわエコデザイン賞及び特別賞を
決定

10月10日

応募申込み

一次審査
（書類）

プレゼンテー
ション

二次審査

表彰式

受賞製品等への支援

（１）大賞受賞者へ改良、販売促進、活動等に係る経費を補助
製品領域、サービス・建築領域：限度額50万円 補助率2／3
教育・社会活動領域：限度額20万円 補助率2／3

（２）製品等のPR
パネル展の開催
・石川県地場産業振興センター本館1階 じばさんギャラリー
・石川県立図書館文化交流エリア1階 屋内広場
その他環境フェアや県ホームページ、パンフレットでPR

（３）ロゴマークの使用
（受賞製品等に貼付、広告に使用）

（４）グッドデザイン賞の応募支援

いしかわエコデザイン賞2024 受賞製品等一覧

大賞〔製品領域〕
「汚泥減容化バイオ製剤ベリフォーマー ～Bellefomer～」
小松マテーレ株式会社〔能美市〕

●排水処理場から排出される汚泥廃棄物を最大100％削減す
る微生物製剤

●排出・運搬・焼却・埋め立てに伴う環境負荷・CO2排出量の削減

＜審査委員コメント＞
遺伝子組み換えでなく自然由来の安全な微生物による汚泥除去は
素晴らしい。
自社課題解決のための研究開発が、社会課題解決に広がっていく
良い事例。

大賞〔サービス・建築領域〕
「ライフサイクルCO2低減型オフィスビル」
株式会社髙屋設計環境デザインルーム〔金沢市〕

●建設時から解体時までのライフサイクルCO2排出量を削減
建設時 構造に木造を採用。再生可能エネルギーの木材活用
運用時 外皮断熱強化により、冷暖房エネルギーの削減
解体時 軽量な木造は杭なし、解体時RC基礎の圧縮に貢献

＜審査委員コメント＞
建設から運用、解体までを見通した建築デザインは環境負荷も少なく素晴らしい。

大賞〔教育・社会活動領域〕
「STONE STORY（ストーン ストーリー）
石の文化を中心にした郷土教育プログラムの展開」
小松市地域おこし協力隊九谷セラボ所属〔小松市〕

●地元文化及び自然環境の恵みを認識し、将来的にそれらを
保全する若き人材を生み出す事を目的とした【郷土教育プ
ログラム】

●本プログラムは体験を通して地域の恵まれた自然や文化を
認識する事で郷土への愛着を高め、Uターンや移住促進に
つながる事を目的にしている。

＜審査委員コメント＞
自然観察、造形、食を通して、地域の伝統と技術、資源などを有機的に繋げ、石の文化を感じ取れる大
変素晴らしいプログラム。

〔金賞・銀賞・銅賞〕
概 要

世界シェアNo.1のスキャナー開発で長年培ってきた光学技術・画像認識技術を
応用し、自社で開発した独自アルゴリズムの廃棄物分別に特化したAIエンジン

能登伝統工芸の珠洲焼の破片を使ったアロマディフューザーと、能登ヒバの倒木
から抽出したアロマオイルを組み合わせた製品を作り、産地の復興を支援する事業。

鶴来学園の4園全てでオーガニック給食を提供。子ども達に日々の給食や畑や
クッキングの活動の中で、食事の大切さや循環について伝える食育活動。

従来のコンパクトモデルをさらに進化させたコンパクト旋盤。コンパクト化・省
スペースによる省資源や廃棄物削減、その他機能面においても消費電力量削減。

植彩インテリアBuddyと低木ユニット緑化システムの緑化サービス。障がい者
就労支援、3Rエコ素材による緑化、建設技術を活かした緑化のノウハウを結集。

世界が抱える自然環境問題について、若い世代が「遊び」を通して考えられる機
会の提供を目指し、楽しみながら学べるボードゲーム「Garbage Free City」を
作成。

JA小松市のお米の籾すり過程で発生する非食用米を使ったバイオマスプラス
チック製の小松空港オリジナルのお土産品。台紙デザインは、小松市民から公募。

高額な工芸品をインテリアとしてレンタルする、サブスク型のサービス。廃棄、
海外流出削減等、環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会への貢献が可能。

環境問題を楽しく面白く解決に導くことを目的にした、海岸清掃活動。移動型ご
み箱やクイズを使い、楽しくなるように工夫している。

〔その他の特別賞〕
概 要

能登ワイン製造時の残渣を練り込んだ、厚労省届出の「化粧石けん」。皮膚科医
が処方し薬剤師が1つずつ手作り。無添加にこだわり、排水も環境に優しい。

観光事業者から全国の宿泊施設にアプローチを行う農業従事者の販路拡大支援事
業。規格外商品の野菜も使用し、消費ロスにもつながる。

「楽しむためのリハビリ」をコンセプトに金沢医科大学の医師が設立した宿。野
菜収穫や山道散策などの里山体験に、全国初のリハビリテーション医学を導入。

「捨てるものを素敵なものに」アップサイクルする取り組みを行っているプロジェ
クト。廃棄ろうそくをアロマキャンドルに、使われない着物を糸にアップサイクル。

物を大切にする気持ちを育むことを目的とし、コンポスト制作・使用、だし昆布
の再利用に取り組んでいる。食品ロス削減も意識している。

『絵本』を通じて、子どもたちの世界の海への興味と好奇心を高めながら、親子
へ海を守るための自発的なアクションを促すプロジェクト。

受賞者

株式会社PFU

プロジェクトチーム つなぐ

つるぎっこ（学校法人鶴来学園）

高松機械工業株式会社

株式会社トーケン

石川県立金沢泉丘高等学校
普通科普通コース2・3年探究班

JA小松市・株式会社JALスカイ金沢・
株式会社バイオマスレジンマーケ
ティング

清峰堂株式会社

金沢大学学生団体ぐるぐるラボ

受賞者

有限会社クリエイト

北國観光株式会社

一般社団法人vitamin G

株式会社リクラ

とりごえ保育園

親と子の絵本
ワールドイン・いしかわ実行委員会

作品名

廃棄物分別特化AIエンジン
Raptor VISION

珠洲焼の破片と能登ヒバの倒木によ
るアロマセット

健やかな心と体を育むオーガニック
給食

環境配慮型コンパクトCNC旋盤
XTS‐6

Buddy（相棒）プロジェクト
～環境×福祉で彩りのある社会を～

「Garbage Free City」ボードゲーム
による環境問題意識向上作戦！

小松市のお米（非食用米）を使った
小松空港オリジナルお土産の開発

伝統産業に革新を起こす九谷焼の
シェアリング

「旅するごみ箱～海からつながる、ゴ
ミ拾い～」
presented by学生団体ぐるぐるラボ

作品名

皮膚科医と薬剤師とコラボした
「能登ワイン石けん」

食べて応援！能登まいもんフェア

農家民宿ととのや～里山を使った「楽
しむためのリハビリ」に出会える宿～

「すてずにすてきにRe:craft」プロジェクト
~Rotch（ロッチ）とKimonoyarn（キ
モノヤーン）～

たのしくおいしくエコだいさくせん！

世界へ旅する絵本ボートプロジェクト

賞 位

金 賞
［製 品］

金 賞
［サービス・建築］

金 賞
［教 育］

銀 賞
［製 品］

銀 賞
［サービス・建築］

銀 賞
［教 育］

銅 賞
［製 品］

銅 賞
［サービス・建築］

銅 賞
［教 育］

賞 位

里山里海賞
［製 品］

里山里海賞
［サービス・建築］

里山里海賞
［サービス・建築］

資源循環賞
［サービス・建築］

資源循環賞
［教 育］

パブリシティ賞
［教 育］

〔大賞〕
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。
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ニ
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。
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葉
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助成メニュー（令和7年3月時点）

1 里山里海の地域資源を活用した生業の創出
（1）新商品・新サービス開発支援
里山里海の地域資源を活用した新商品・新サービスの開発、販路開拓等を支援
■補助率：3/4 ■補助限度額：2,000千円（3年以内）
■対象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

（2）新商品・新サービス開発に係る事前調査支援
市場調査や商品化に係る技術的な問題点、実施体制等の課題解決を支援
■補助率：定額 ■補助限度額：500千円（1年以内）
■対象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

（3）開発商品・サービスの改良・販路拡大支援
（1）で開発した商品・サービスのうち、改良、販路拡大により、更なる売上の拡大等
が目指せると認められた場合に追加支援
■補助率：2/3 ■補助限度額：700千円（1年以内）
■対象：過去に（1）に採択された農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

2 チャレンジ精神旺盛な「生業の担い手」の参入支援
新たに里山里海の地域資源を活かした生業に取り組もうとする者（移住者等）に対し、
奨励金を支給
■補助率：定額 ■補助限度額：2,400千円（2年以内）
■対象：里山里海地域に居住する者、移住者

3 里山里海地域の振興
（1）里山里海地域を元気にするイベント支援
里山里海地域の資源を活かし、住民自ら行うイベントへの支援
■補助率：3/4（1年目）、2/3（2年目、3年目）
■補助限度額：1,500千円/年（1年目）、1,000千円/年（2年目、3年目）
■対象：里山里海地域に居住する住民が主体となる団体等

4 スローツーリズムの推進
（1）多様な滞在メニューの開発支援
来訪者が一日でも長く滞在できる多様なサービスを開発する取組に対する支援
■補助率：3/4 ■補助限度額：1,000千円（2年以内）
■対象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

（2）地域の合意形成に向けた支援
地域一体で多様なサービスが提供できるように地域関係者で合意形成を図る取組を支援
■補助率：定額 ■補助限度額：1,000千円（2年以内）

（3）モデル的な取組への総合支援
地域一体となり取組むための計画策定から滞在メニューの開発、景観形成や農家民宿
の改修までを総合支援
■補助率：定額（計画策定）、3/4（滞在メニュー開発）、1/2（ハード整備）
■補助限度額：ソフト5,000千円、ハード10,000千円（3年以内）

被災地域向け支援メニュー（令和8年3月31日まで随時募集）

1 生業創出・事業再建支援
里山里海の地域資源を活用した商品づくりによる事業再建の取組を支援
■補助率：従業員20人以下：2/3、従業員21人以上：1/2
■補助限度額：1,000千円（3年以内） ■対象：農事組合法人、農協、任意団体等

2 里山里海地域資源維持・継承支援
里山里海地域の資源の維持・復旧に資する取組やコミュニティの再生を支援
■補助率：定額 ■補助限度額：500千円（1年以内）
■対象：任意団体、NPO法人等
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ご協賛いただいた皆様ご協賛いただいた皆様

県民エコステーションからのご案内県民エコステーションからのご案内

レジ袋有料化に伴う寄付について
　県民会議では、レジ袋有料化に伴う収益金のご寄付をい
ただいております。
　各事業者の皆さまには、ご寄付をいただきありがとうござ
いました。
　いただいたご寄付により、地球温暖化対策をはじめ環境
保全に係る事業を県民、民間団体、事業者、行政等と協働・
連携して実施していきたいと考えておりますので、引き続き
ご理解・ご協力をお願いいたします。

いしかわ環境フェア2025
　今年も、「いしかわ環境フェア」が開催されます。環
境に関するさまざまな展示や体験を通じて、県民一人
ひとりが楽しみながら、人と環境のかかわりについて
理解を深められます。また、環境にやさしい暮らしに
ついて考え、実践していく契機となることを目的として
います。
　開催日は、気候変動適応の観点からの熱中症対策と
して、猛暑が見込まれる8月下旬から秋頃に変更され
ます（決定次第お知らせします）。会場は、石川県産業

展示館３号館（金沢市袋畠町）となる予定です。
　ぜひ、皆さまご家族でお越しください。

※五十音順

ご寄付をいただいた事業者の皆さま（12事業者）
アルビス（株）、 イオンエンターテイメント（株）、 イオンベー
カリー（株）、 （株）大阪屋ショップ、 （株）鍜治商店、 金沢大学
生活協同組合、 生活協同組合コープいしかわ、 ダイヤモンド
商事（株）、 （株）ニュー三久、 鳳珠小売酒販組合、 （株）松本日
光舎、 （株）マルエー （五十音順）

レジ袋削減協定参加事業者一覧
HP：https://www.pref.ishikawa.lg.jp/haitai/reji_bukuro/

石川日産自動車販売株式会社

北陸環境共生会議

一般社団法人 石川県産業資源循環協会一般社団法人 石川県産業資源循環協会一般社団法人 石川県産業資源循環協会

（日本労働組合総連合会石川県連合会）

連合石川

い し か わ の 自 然 と 環 境

えこナビは（公社）いしかわ環境パートナーシップ県
民会議が発行する石川の自然と環境の情報誌です。

環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
う
20
年
に
な
り
ま
し
た
。

昔
、
地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
中
、「
な
ぜ
地

球
は
温
暖
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら

書
籍
等
で
勉
強
し
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

近
頃
は
、「
脱
炭
素
」
な
ど
の
言
葉
が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ

て
い
て
、
社
会
は
2
0
5
0
年
に
向
け
て
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
実
質
�
ゼ
ロ
�
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
石
川
県

で
も
、
近
年
は
集
中
豪
雨
や
夏
の
猛
暑
日
、
冬
の
大
雪
な
ど

異
常
気
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

世
界
は
米
国
の
「
パ
リ
協
定
離
脱
」
な
ど
で
気
候
変
動
対

策
の
足
並
み
は
乱
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
努
力
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
里
茂
）

4
月
に
自
然
環
境
課
に
配
属
さ
れ
、
自
然
環
境
行
政
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
う
ち
に
、
そ
の
奥
深
さ
と
、
環
境
対
策

と
い
う
も
の
が
、
脱
炭
素
へ
の
取
組
み
や
生
物
多
様
性
の
保

全
な
ど
、
と
て
も
広
域
に
わ
た
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
環
境
対
策
は
行
政
は
も
と
よ
り
、
県
民
の
方
々
や
事

業
者
の
方
々
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
編
集
委
員
の
皆
様
と
、
今
載
せ
る
べ
き
テ
ー

マ
な
ど
、
様
々
な
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
冊
子
を
完

成
ま
で
導
く
、
と
て
も
有
意
義
で
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
え
こ
ナ
ビ
」
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
、
環
境
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
ツ
ー
ル
と
し
て
、
と
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
み
、
い

ま
何
か
で
き
る
こ
と
を
行
動
に
移
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

（
神
崎
久
子
）

「能登の復興に向けて」の特集はいか
がでしたか？
ぜひ皆さんのご意見・ご感想を下記
の県民エコステーションへお寄せくだ
さい。
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●本誌記載の記事・写真などの無断転載および複製を禁じます。
●本誌記載の記事、『えこナビ』については県民エコステーション
へお問い合わせください。

編
集
後
記

県民エコステーション
（公益社団法人 いしかわ環境パートナーシップ県民会議）

〒920‐8203 金沢市鞍月2‐1（いしかわエコハウス内）
電話 076‐266‐0881／ファクス 076‐266‐0882

HP : https : //www.eco-partner.net/ e-mail : info@eco-partner.net
開館時間：午前9時～午後7時（ただし、日曜日は午後5時まで）

休館日：月曜・祝日・年末年始

会員募集中！
県民会議の活動の趣旨に賛同いただき、

支援していただける団体賛助会員・個人会員を募集しています。
◆年度会員／団体（一口）2万円・個人（一口）2千円

会員になると、機関誌E‐GAIA・『えこナビ』の配付、研修室の無料
貸出、各種行事の案内、環境関連情報の提供などがあります。

※このほか、時期を定めて開催する講習会や助成制度の申込み等については、
ホームページやメールマガジンなどで随時ご案内いたします。
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